
◎中央図書館 「リーガル・リテラシーを磨く」
◎滝山図書館 「自分らしく働きたい」
◎ひばりが丘図書館 「バトンをうけつぐ」
◎東部図書館 「だれもが（私らしく）自由に（生きる）」
◎男女平等推進センター 「わたしたちぬきに、

わたしたちのことを決めないで」

●お問い合せ
東久留米市男女平等推進センター
(フィフティ・フィフティ)
東久留米市本町3-3-1（市役所2階、平日9:00～17:00）
TEL： 042-472-0061  
e-mail:fifty2@city.higashikurume.lg.jp

東久留米市男女平等推進センター（フィフティ・フィフティ）

女性の悩みごと相談
女性弁護士による法律相談

フィフティ・フィフティでできること・やっていること

図書コーナー

男女共同参画に関する図書、

約1,300冊の本を所蔵してい

ます。本や資料が読め、貸し

出しもしています。

センター所蔵の図書は、図書

館ホームページで検索できま

す。

講座の開催

広報・市ホームページで案内
しています。
出前講座なども行っています。 ・女性の悩みごと相談

親子の関係、恋人からの暴力、

その他の人間関係や生きづらさ

など、さまざまな悩みについて

相談できます。女性限定です。

・女性弁護士による法律相談

女性弁護士が相談に応じます。

フィフティ・フィフティに
電話でご予約ください。

「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ」（令和3年度男女共同参画週間キャッチフレーズ）

交流スペース

本の閲覧やグループの打合せなどに！

男女共同参画に関連した活動に使える

フリースペースです。

情報提供

講座やイベント、相談先

などの情報が満載です。

●お問い合せ
東久留米市男女平等推進センター
(フィフティ・フィフティ)
東久留米市本町3-3-1
（市役所2階、平日9:00～17:00）
TEL：042-472-0061  
e-mail:fifty2@city.higashikurume.lg.jp

男女共同参画について知ることができる市の施設です。

市役所の2階にあり、どなたでも利用できます。

3月8日は国連が定めた国際女性デーです。

20世紀初頭の北米とヨーロッパ全域で興った参政権、労働運動に由来し、毎年、世界中で女性たちの勇気と
歴史をたどる様々なイベントが開催されています。
男女平等推進センターと市内図書館では、図書展示「her/history」を開催します。
歴史を切り拓いてきた先人たちからバトンをうけつぎ、長い列につながりましょう。
このブックリストは、各会場で展示している図書をまとめたものです。ぜひ、手にとってご覧ください。

｢国際女性デー｣ (3月8日）関連図書展示

ブックリスト
＠男女平等推進センター＆東久留米市立図書館

期間：3月8日（火）から3月31日（木）

イタリアでは、3月8日に
日頃の感謝を込めて男性
が女性に、また女性同士
でも、ミモザの花を送る
習慣があります。今では
それが世界に広がり、ミ
モザの花が、国際女性
デーを象徴する花となっ
ています。

バトンをうけつぐ



請求記号 書名 著者 出版社

１ 紺361.4
足をどかしてくれませんか。
メディアは女たちの声を届けているか

林 香里／編 亜紀書房

２ 新紺312.2 女性のいない民主主義 前田 健太郎／著 岩波書店

３ 青367.2 増補版 国際女性デーは大河のように 伊藤 セツ／著 御茶の水書房

4 新赤367.2
男女平等はどこまで進んだか
ー女性差別撤廃条約から考える

山下 泰子・矢澤 澄子監修
国際女性の地位協会編

岩波書店

5 赤367.1 北欧に学ぶ小さなフェミニストの本 サッサ・ブーレグレーン／著 岩崎書店

6 青314.1 日本の女性議員どうすれば増えるのか 三浦 まり／著 朝日新聞出版

7 赤367.1 フェミニズム法学ー生活と法の新しい関係 浅倉むつ子・戒能民江・若尾典子／著 明石書店

男女平等推進センター 「わたしたちぬきに、わたしたちのことを決めないで」

東部図書館 「だれもが（私らしく）自由に（生きる）」

1 304 同調圧力 望月 衣塑子／著 角川書店

2 J309 プロテストってなに? アリス・ハワース=ブース／著
青幻舎インターナ
ショナル

3 J36// 「ハーフ」ってなんだろう? 下地 ローレンス吉孝／著 平凡社

4 367.1//
誰も教えてくれなかった子どものいない人
生の歩き方

くどう みやこ／著 主婦の友社

5 367.1// 女ふたり、暮らしています。 キム ハナ／著 CCCメディアハウス

6 367.1//
私は自分のパイを求めるだけであって人類
を救いにきたわけじゃない

キム ジナ／著 祥伝社

7 367.1// もう空気なんて読まない 石川 優実／著 河出書房新社

8 367.2// 多様な社会はなぜ難しいか 水無田 気流／著
日経BP日本経済新聞
出版本部

9 593// 服のはなし 着たり、縫ったり、考えたり 行司 千絵／著 岩波書店

10 599// ははがうまれる 宮地 尚子／著 福音館書店

11 902/キ お砂糖とスパイスと爆発的な何か 北村 紗衣／著 書肆侃侃房

12 913.6/ｶ/ 夏物語 川上 未映子／著 文藝春秋

13 913.6/ﾏ/ 持続可能な魂の利用 松田 青子／著 中央公論新社

14 913.6/ﾔ/ 空芯手帳 八木 詠美／著 筑摩書房

15 914.6/ｼ/ ミルクとコロナ 白岩 玄／著 河出書房新社

16 93/ﾊﾟ/ リキシャ★ガール ミタリ・パーキンス／作 鈴木出版

17 934/モ/ 女になる方法 キャトリン・モラン／著 青土社

18 953/コ 彼女たちの部屋 レティシア・コロンバニ／著 早川書房

*男女平等推進センターの窓口で貸出をしています（利用登録が必要で2冊2週間の貸出）。リストの本は、展示終了後貸出可。

3月8日は国連が定めた「国際女性デー」です。1904年3月8日にアメリカ・ニューヨークで女性労働者が
婦人参政権を求めたデモが起源となり、1975年に女性の社会参加と地位向上を訴える日として国連によっ
て定められました。国や民族、言語、文化、経済、政治の壁に関係なく、長い歴史の中で、女性が達成し
てきた成果を認識し、女性の勇気と決断を称える記念行事が全世界の多くの国々で行われます。
日本では、1923年（大正12年）、山川菊栄が提唱し、3月8日に日本初の「国際婦人デー記念講演会」が
開催されました。講演会は大聴衆で埋まりましたが、わずか40分ほどで中止・解散させられました。その
後戦争などで一時中断した時代を経て、1947年3月9日に「女性を守る会」が提唱し、「国際婦人デー大
会」が開催されました。それ以後、毎年3月8日に政党や労働組合婦人部が中心となって全国各地で集会を
行うようになり、現在では、一般の女性団体・グループなども、この日を記念にした事業やウィメンズ・
マーチなどを開催しています。
国連女性機関(UN Women)が掲げる 2022年のテーマは「持続可能な明日に向けて、ジェンダー平等をいま」
です。

＊UN Womenは、ジェンダー平等と女性のエンパワメントのための国連女性機関



No. 請求記号 書名 著者 出版社

1 28/ｼﾞ/ 時代をきりひらいた日本の女たち 小杉 みのり／文 岩崎書店

2 281/ｲ/ 村に火をつけ、白痴になれ 伊藤野枝伝 栗原 康／著 岩波書店

3 289/ジ 新しい世界の伝記３ キャサリン・ジョンソン エボニー・ジョイ・ウイルキンス／著 三省堂

4 367.1// 読書する女たち ステファニー・スタール／著 イースト・プレス

5 367.1 この星は、私の星じゃない 田中 美津／著 岩波書店

6 367.1// ジェンダーについて大学生が真剣に考えてみた 佐藤 文香／監修 明石書店

7 367.1// 存在しない女たち キャロライン・クリアド=ペレス／著 河出書房新社

8 367.2// 女も男も生きやすい国、スウェーデン 三瓶 恵子／著 岩波書店

9 367.2 女たちのテロル ブレイディ みかこ／著 岩波書店

10 367.2// 百年の女『婦人公論』が見た大正、昭和、平成 酒井 順子／著 中央公論新社

11 367.2// WOMEN女性たちの世界史大図鑑 ホーリー・ハールバート／[ほか]監修 河出書房新社

12 367.2// 私はイスラム教徒でフェミニスト ナディア・エル・ブガ／著 白水社

13 367.2// 日本のフェミニズム 井上 輝子／著 有斐閣

14 J498.2// 中絶がわかる本 ロビン・スティーブンソン／著 アジュマブックス

15 726 問題だらけの女性たち ジャッキー・フレミング／著 河出書房新社

16 929.1/ｲ/ 小説版韓国・フェミニズム・日本 イ ラン／著 河出書房新社

17 E/ﾈ/ せかいでさいしょにズボンをはいた女の子 キース・ネグレー／作 いろは出版

18 986/ア 戦争は女の顔をしていない スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ／著 群像社／岩波書店

19 S933/ｱ/ なにかが首のまわりに チママンダ・ンゴズィ・アディーチェ／著 新潮社

8 青366.3 均等法をつくる 赤松 良子／著 勁草書房

9 赤367.2 日本の女性と人権ー世界からみた日本の男女平等 富岡 恵美子／吉岡 睦子／編 明石書店

10 青367.2 女性の権利の歴史 辻村 みよ子・金城 清子／著 岩波書店

11 青367.2 女性解放へー社会主義婦人運動論ー 山川 菊栄／著
日本婦人会議
中央本部出版部

12 青289 市川房枝自伝 戦前編 市川 房枝／著 新宿書房

わたしのからだはわたしのもの ★「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」

13 画 女（じぶん）の体をゆるすまで（上下） ペス山ポピー 小学館

14 橙368.6 フラワーデモを記録する フラワーデモ／編 etc.books

15 橙495 からだと性の教科書 世界中の女子が読んだ！
エレン・ストッケン・ダール、
ニナ・ブロックマン／著

NHK出版

16 橙367.9 教科書にみる世界の性教育 橋本紀子・池谷壽夫・田代美江子／編 かもがわ出版

17 橙367.9 ハタチまでに知っておきたい性のこと 橋本紀子・田代美江子・関口久志／編 大月書店

18 新紺367.1 性と法律ー変わったこと、変えたいこと 角田 由紀子／著 岩波書店

19 橙367.9
女子高生のための性とからだの本
からだの気持ちをきいてみよう

大橋 由香子／著 ユック舎

20 橙369.8
性の歴史学 公娼制度・堕胎罪体制から売春防

止法・優生保護法体制へ
藤目 ゆき／著 不二出版

21 橙495 更年期を生き生きと 丸本 百合子／著 時事通信社

22 赤367.9 女の人権と性 わたしたちの選択 日本家族計画連盟 径書房

ひばりが丘図書館 「バトンをうけつぐ」

★「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」とは？
「性と生殖に関する健康と権利」のことで、生きていく過程での自己決定権、ライフサイクルを通しての基本的な人権とされ
ています。1994 年にカイロで開催された国際人口開発会議で提唱された概念です。男女ともに持つ権利ですが、特に妊娠・
出産をする可能性がある女性にとって、生涯にわたる重要な権利とされています。リプロダクティブ・ヘルスとは、すべての
カップルと個人が、安全で満ち足りた性生活を営むことができ、子どもを産むか産まないか、産むとしたらいつ何人産むかを
決める自由を持つことです。そしてその自由や、そのための情報・知識と手段を得る権利がリプロダクティブ・ライツです。



請求記号 書名 著者 出版社

1 281/ｲ/
市川房枝 後退を阻止して前進
ミネルヴァ日本評伝選

村井 良太／著 ミネルヴァ書房

2 283/ｷﾞ/
ルース・ベイダー・ギンズバーグ
アメリカを変えた女性

ルース・ベイダー・ギンズバーグ／著 晶文社

3 J32// 法は君のためにある 小貫 篤／著 筑摩書房

4 320// おとめ六法 上谷 さくら／著 KADOKAWA

5 S324.8// 日本のふしぎな夫婦同姓 中井 治郎／著 PHP研究所

6 329.2// 友だちを助けるための国際人権法入門 申 惠丰／著 影書房

7 364.7
すぐに役立つ暮しのセーフティネット！
失業等給付・職業訓練・生活保護・給付金のし
くみと手続き

森島 大吾／監修 三修社

8 366.1// 教養としての「労働法」入門 向井 蘭／編著 日本実業出版社

9 366.8// 「非正規」六法 飯野 たから／著 自由国民社

10 367.2 モヤる言葉、ヤバい人 アルテイシア／著 大和書房

11 367.5// 「支配しない男」になる 沼崎 一郎／著 ぷねうま舎

12 368.6// 当事者は嘘をつく 小松原 織香／著 筑摩書房

13 493.7// カサンドラのお母さんの悩みを解決する本 宮尾 益知／監修 河出書房新社

14 916/ウ ストーカーとの七００日戦争 内澤 旬子／著 文芸春秋

1 146// 「繊細さん」の幸せリスト 武田 友紀／著 ダイヤモンド社

2 159// 自分で「始めた」女たち グレース・ボニー／著 海と月社

3 334.4// 女ひとり海外で働いてます! ひうら さとる／著 KADOKAWA

4 335// 女性のための「起業の教科書」 豊増 さくら／編著 日本実業出版社

5 366.3// 働くわたし 本の雑誌編集部／編 本の雑誌社

6 159/ｲ/ 明日も出勤する娘へ ユ インギョン／著 サンマーク出版

7 366.3// ハラスメント大全 野原 蓉子／監修 青春出版社

8 366.3// 新・ワーママ入門 堀江 敦子／著 ディスカバー２１

9 366.3// 働くこと育てること 落合 由利子／著 草土文化

10 366.3// 男性育休の教科書 日経xwoman／編 日経BP

11 367.1//
いま、翔び立つとき
女性をエンパワーすれば世界が変わる

メリンダ・ゲイツ／著 光文社

12 367.2// ルポ コロナ禍で追いつめられる女性たち 飯島 裕子／著 光文社

13 369.1 クラウドファンディングで社会をつくる 秋山 訓子／著 現代書館

14 J404// 理系なお姉さんは苦手ですか? 内田 麻理香／著 技術評論社

15 532//
町工場の娘 主婦から社長になった2代目
の10年戦争

諏訪 貴子／著 日経BP社

16 913.6/ｶ/ ハタラクオトメ 桂 望実／著 幻冬舎

17 929.1/ﾁ/ 82年生まれ、キム・ジヨン チョ ナムジュ／著 筑摩書房

18 949.5/オ 花の子ども
オイズル・アーヴァ・
オウラヴスドッティル／著

早川書房

中央図書館 「リーガル・リテラシーを磨く」

滝山図書館 「自分らしく働きたい」

★リーガル・リテラシー（Legal Literacy）とは？
「法識字」あるいは「法的識字能力」のことをいいます。法律の存在を知り、その意味するところを理解し、活用することがで
きる能力です。女性の人権保障の観点からみると、法律上権利が保障されているにもかかわらず、十分な知識をもたないために、
多くの女性が権利を侵害されている実態があります。女性の権利は、国際的な条約（女子差別撤廃条約、女性に対する暴力撤廃
宣言、国際人権規約など）により保障されています。まず女性自らが、それらの条約に関心を持ち、その内容を知り、活用して
いく能力を養うことが必要です。（公益財団法人日本女性学習財団HP参照）

https://www.jawe2011.jp/

